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要 旨

教育・人づくりという絆によって未来と現在は直結している 。21 

世紀を新たな飛躍の世紀とするため、われわれは未来を託す人びと

の人づくりに今こそ真剣にとり組まなければならない。望ましい人

づくりとは何か、そのためには何を真に伝えてゆかなければならな

いか、という根本的な問題について広く議論を喚起してゆきたい。

〔「開かれた性格」の涵養を〕

これからの企業人像を念頭において、次にあげる 3つの気風、性

格をファンダメンタルズとしての「開かれた性格 」として重点的に

養成するよう提唱する 。

① 失敗を恐れないチャレンジ精神

2 1世紀のわが国が、社会の成熟化からくる停滞をうち破 り、

新たな躍進をなしとげるためには、時代の気風としてのチャレン

ジ精神の存在が不可欠である。

② ユーモアの精神

従来、わが国では儒教的禁欲主義の美徳のもとで、ユーモアは

とかく不真面目なもの、軽いものとみられがちであったが、濶達

な国際化と潤いある社会を実現するために、ユーモアの精神の涵
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養も心がけてゆかなければならない。

③ 豊かな社交性

すぐれた才能や資質も、社会に有効なはたらきかけとなるため

には、社会との接点をみつけ積極的にアヒ°-Jレしてゆく社交性が

必要である 。身内社会の殻を破り、他人と自分との間の距離を埋

めようとする豊かな社交性を形成してゆかなければならない。

〔身近な具体的行動を〕

以上三点をより実効のあるものとするための具体的行動として次

の三点を提唱する 。

① 家庭における父親の精神的不在をあらためるべく、 「新しい父

性の論理」を強調する運動の展開

現代社会は「父性不在の時代 」と呼ばれ、チャレンジ精神形成

の核となるべき父親の存在感が稀薄になっているが、父親はみず

からの存在の重要性をあらためて認識し、「新しい父性の論理 」

をそれぞれが確立しなければならない。

② ユーモアの精神を形成するため、 「出会いを求める心」を涵養

する機会を増やす

ユーモアの頻泉は人間に対する深い理解と共感であり、学校時
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代における出会いはそれを学ぶためのま たとない機会である。上

級学校への進学という画ー的目標ではなく 、豊かな出会いを求め

る心を涵養 してゆくことがわれわれの責務である。

③ ボランタリ ー精神の意義を評価し奨揚する運動の展開

豊かな社交性の形成のためには、みずからの選択と責任でおし

きせの集団の枠を破るボランタリーの精神が必要である。

学校の正課外活動や地域社会での活動は重要な訓練の機会であ

り、 それを奨揚するため、大学入試の合格基準に、ボランタリ

ーな活動の実績を反映させることを提唱する。

当同友会としても、本提言を広く各界に訴え、国民意識を盛り上

げていくと同時に、企業人としても、社員の新規採用にあたって

「開かれた性格 」に代表される気風が重視されることをあらため

て世間にアヒ°ールし、それをより引き出す教育訓練、環境づくり、

あるいは、人材の評価における加点主義的な考え方の推進につと

めてゆく所存である 。
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1. 未来を託す人びとに何を伝えるか

われわれの問題意識

子供は未来からの留学生である。われわれは、時代の最高の文化と

技術と 、生きてゆくためのあらゆる英知を彼らに伝え、未来に送り届

ける責務を負っている 。

2 1世紀を生きる彼らの眼前に広がる世界は、今この時代に生きる

われわれにと って想像上の新大陸でしかない。しかし、彼らがその新

大陸でなしとげることの何ひとつとして、われわれが伝え、育くむこと

によらないものはない。教育 ・人づくりという絆によって未来と現在

は直結しているのであり 、未来に対するわれわれの責任は重大である 。

教育 ・人づくりについて、われわれの父祖は多大の努力を払 ってき

た。明治初期、欧米列強に伍した国づくりを進めるためには何よりも

人づくりが最重要の課題であると 、いちはやく感じとり、歴史上特筆

すべき熱意と迅速さで教育を普及させていっ た。その内容については

慎重な反省を要する点もあ ったにせよ、均質な知識水準の形成は、 日

本の今日までの発展の大きな礎石とな っている。

われわれは、父祖の残した礎石の上で、 21世紀を新たな飛躍の世

紀とするため、未来を託す人びとの人づくりという課題に、今こそ真

剣にとり組 まなければならない。

元来、教育の理想は、知育、徳育、体育の三位一体であり 、その三
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つが整ってはじめて、十全な人づくりが可能であるとされてきた。学

校教育のカリキュラムをみても、その考え方が受けつがれてきている

といえよう。ところが、現実には、知育とは名ばかりの暗記作業と、現

実の社会では何の意味も持たない偏差値という一片の数字で万事を相

対化して考える訓練を身につけさせている間に、徳育は規範の混迷の

中で何時しか置き去りにされ、今また体育さえも軽んじられている。

われわれは彼らに伝え忘れているものはないだろうか。

教育に関する議論は盛んである。しかし、それらの多くは、現状の

教育の荒廃の原因を戦後教育制度に求め、制度の改革によって打開し

ようというものである。もちろん、こう した議論は教育関係者のみな

らず多くの国民の参加が求められるところだが、われわれは企業人と

して、そうした議論のあることを踏まえつつ、人づくり、特にこれか

らの企業人に求められるものと教育のあり方について広く議論を喚起

してゆきたいと考える。

かかる問題意識のもとに、今年度の関西経済同友会国民意識委員会

は、まずその足がかりを得るために、会員企業のなかでとくに活躍し

ている中堅社員諸君の協力を得て、彼らの性格特性がどのような環境

下で形成されたものかを集計、抽出する簡単なアンケートも試みてみ

た。（巻末付表 ）

当委員会は、本年度の研究活動を踏まえ次のとおり提言する。
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2. 「開かれた性格」の涵養を

未来を生きる日本人が豊かさのなかでみずからを見失わず、真に生

き生きとした社会を実現し、また、国際社会のなかで強力なリーダー

シッフ゜を発揮してゆくため、彼らに求められるものは多岐多様である 。

そのなかで、われわれは、特にこれからの企業人像を念頭において

次のような気風、性格を、あらゆる能力、資質に先行するものとして

重点的に養成するよう提唱したい。

第ーは、失敗を恐れないチャレンジ精神の養成である。

それぞれの時代には、時代の気風、とでも呼ばれるべきものが存在

する。 ョーロッパにおける大航海時代、新大陸の開拓時代、アメリカ

の黄金の 60年代、また日本においても堺の商人たちが黄金の日々を

謳歌した安土桃山時代、新時代創生の意気に燃えた明治時代、そして

戦後の高度成長期、これらの時代の共通した特徴は、歴史上特筆すべ

き大躍進期であ ったと同時に、 その時代を支配していた気風が、失敗を

恐れないチャレンジ精神であり、野性的な 冒険心であ ったということ

である。

2 1世紀のわが国が社会の成熟化からくる停滞を打ち破り 、次の新

たな躍進をなしとげるためには、チャレンジ精神の不断の発揮が不可

欠である。

ところが、こうしたチャレンジ精神の養成に、現在のわが国教育は

-7 -



十分な配慮を払っていると言えるだろうか。

学校においては、偏差値教育という進学管理、ンステムが、子供たち

を入試失敗のリスクから救うのと引きかえに、チャレンジの意欲を奪

っている面が少なくない。家庭においては、父親の精神的不在からく

る、いわば真空状態が、父親にチャレンジし乗り超えるという経験を

もたない子供たちをつくり出している 。

われわれはこうした現実を改め、 2 1世紀を新たな躍進の時代とす

るために・、チャレンジ精神の養成をまず第一の課題としなければなら

なし‘°

第二は、ユーモアの精神の涵養である。

われわれ日本人は、元来儒教的な禁欲主義を尊び、ものご とに脇目

もふらず一途に打ちこむ姿勢が美しいという観念をも っていた。

この美風のもとで、ユーモアはとかく不真面目なもの、軽いものと

いう扱いを受けがちであ ったことは否めない。

その結果、日本人は与えられた目標に一致団結して突進し、その間

に遊びや余裕の乏しい、テンション民族と呼ばれることにもな った。

こうした認識は、日本人に対する海外からの理解を妨げる一因ともな

っている。

今や国際化本番の時代を迎え、世界の人びとと直に接し、一人ひと

りのレベルにおいて国際交流を進めてゆく段階にきていることを考え
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ると、人間関係の潤滑油であるユーモアの精神を持ち合わせることは、

ますます重要になってくると 言わなければならない。

また、高齢化が進行してゆくなかで、暖かく明るい社会をつくりあ

げ、潤いのある人間関係を楽しんでゆくためにも、お互いのユーモア

がより一層求められるようになろう。

われわれは、後継者たちが闊達な国際交流と、楽しい社会を実現し

てゆけるよう、ユーモアの精神の涵養も心がけてゆかなければならな

いと思う。

第三は、豊かな社交性の形成である。

どんなにすぐれた資質や才能であ っても 、それが社会に求められ、

社会に対して有効なはたらきかけとなるためには、自分と社会の接点

をみつけ、積極的にアヒ°-Jレしてゆく社交性が必要となる 。企業人は

言うに及ばず、孤高の芸術家においてさえも、一生涯、社会か ら何の

評価もされず、社会と何の接触ももたなかった例は稀である。

当然のこ とながら、ここで言う社交性とは、酒に誘われたら断わら

ないというたぐいの、自主性のないつき合いの良さをさすものではない。

他人を他人と認め、自分との間にへだたりがあることを認識しつつ、

積極的にその距離を埋めようとする努力である。

われわれ日本人は、ウチ面とソト面がはなはだしく違う場合が多い。

他人行儀という言葉があるように、他人は他人としてつき放してしま
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う一方、身内の間では人と自分の距離が見えなくなり、何でも許され

るような気分になりがちである。

わが国教育の現状においても 、集団行動の訓練は徹底して行なわれ

るのに対し、他人を他人として積極的にアフ゜ローチする訓練が軽視さ

れているきらいがある 。現状では、子供たちは十数年にも及ぶ学校教

育期間を、同年齢層でつくる身内社会の経験しかもたないで終えるこ

とになりかねない。

われわれの伝えるべきものは、身内社会での立居振舞いではなく、

本来の意味での豊かな社交性である。

以上かかげた三点、チャレンジ精神、ユーモアの精神、豊かな社交

性、これらを総称して 「開かれた性格」と呼ぼう 。

「開かれた性格」から導かれるイメージは「生き生きした健康な人

間」であり、あらゆる事態に対してフレキシブルな対応のできる人間

である。

今後将来にわた って、社会がその活力を発揮してゆ くためには、あ

らゆるタイプの人間、型にはまらない多彩な才能の輩出が望 まれるこ

とは言 うまでもない。 そのような才能、資質が、この 「開かれた性格」

の上に花開くことによって、社会に対して強い影響をもち、新しい時代

を画してゆくことをわれわれは期待する。

その意味からも、ファンダメンタルズとしての「開かれた性格」の

養成をこそ最優先の課題としたい。
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3. 身近な具体的行動を

人づくりは、かくあれと教えればすむ問題ではない。長い年月

をかけて、無意識のうちに心のなかに刷りこんでゆかなければな

らない。 忘れてならないのは、人づくりとは結局のところ、人と人

との触れ合いの集積であり、徒らに方法を論じたところでそれにあた

るわれわれの意識が変化しない限り、ことの本質は変わらないであろ

うということである。われわれは、みずからの意識の変革から始める

べきであり、そのために、着実な具体的行動を積み重ねてゆかなけれ

ばならない。

くり返しになるが、人づくりは長い年月をかけて行なわれなければ

ならない。 21世紀の人づくりは、今からでも間に合うが、今はじめ

ないと間に合わないのである 。

かかる認識のもと、われわれは具体的行動として次の三つを提唱す

る。

第ーは、家庭における父親の精神的不在をあらためるべく、「新し

い父性の論理」を強調する運動の展開である。

子供の心にチャレンジ精神を植えつけるのは本来父親の役目である。

母親が、優しく抱き育くむ存在であればこそ、子供が最初にチャレン

ジしようとする相手は父親でなければならないことは、人類の長年の

経験であり、心理学の分野においても学問的に明らかにされている 。
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不幸にして父親がすでに亡い場合でも、母親の伝える父の記憶が象徴

としての父親の役目を果たすことは、われわれの知っているとおりで

ある。

しかるに、現代は「父性不在の時代」であると言われる 。核家族化

のなかで、家庭における父親像は、極めてあいまいなものになってい

る。母親の高学歴化、経済的地位の向上は、子弟の教育の各面にわた

る母親の影響力を強めてきている。一方、父親については、それを通

して社会的存在としての自分を発見し、理解し、みずからの目標を打

ちたてるべき父親の生きざまが見えにくくなっている。

幼児期における躾教育の担当者としての母親、慈母としての母親の

存在、役割りの大きさはあらためて言うまでもない。 しかし、父親が、

子供の教育は母親に任せてあるといった有限責任論を家庭にもちこ む

ようなことがあってはならない。父たる者、家庭に対 して無限責任を

負うことをあらためて認識すべきである。

戦前風の家長的厳父を求めることは、それを支えていた制度や環境

が伴わない現在、ひとつのノスタルジーであろう。

子に臨んで行使されるべき父性の論理は、かたや父の個性により、

かたや子の個性により、それぞれ違ってしかるべきであるが、重要な

のは父が子の発達段階を見きわめ、適切な規制と励ましを与えること、

そしてみずからの生きざまを真摯に子にぶつけることであろう。そう

することにより、父の姿は子にとっていつかは超えなければならない
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「超えられぬ壁」として、はっきりと意識されることであろう。

父親のあり方について国民的論争を喚起し、父親がみずからの存在

の重要性をあらためて認識し、「新しい父性の論理」をそれぞれが確立

すべき国民運動の展開が急務である。

第二は、人間に対する深い理解と共感を育くみ、暖かいユーモアを

身につけてゆくために、「出会いを求める心」を涵養する機会を増や

してゆくことである。

ユーモアの源泉は、人間に対する深い理解と共感である。人はそれ

を出会いのなかから学びとる 。

学生時代における、恩師、友人、書物などとの出会いは、またとな

い機会である。洋の東西を問わずその時期を黄金の時代と呼ぶのは、

人生において最もすばらしい出会いが用意されている時期である から

であろう 。

しかし、出会いはそれを求める人の心にしかインパクトを与えない。

先生との親しい対話も、名著から受ける感銘も、みずから求めなけれ

ば時間は無感動に流れてゆく 。

出会いを自分のものにできるか否かは、結局のところ、群れを離れ

て自分自身の出会いを求めるかどうかにかかっていると 言っ てもよい

であろう。

ところが、わが国教育の現状は、上級学校への進学という画ー的な
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目標の中で、 「試験に役立たないことはやらない」 「学校に評価され

ないことはやらない」という風潮が支配する懸念すべき状況にある。

こうした風潮を排し、豊かな出会いを求める心を涵養してゆくこと

が、われわれの責務であると考える 。

そのためには、子供たちが出会 う先生方のそれにふさわしい対応や、

友人との語らいのゆとりある時間などが求められようが、さしあたり、

より多様な出会いのための一助として、学校教育において、読書の時

間を一層充実させることを提唱する。もちろん、指導にあたる先生方

の資質のより一層の向上がその効果を高めることは言 うまでもない。

同時に、家庭においても、親の本棚の充実、たとえば、子供がそれを

盗み読みしたくなるような宝の山が家庭内にあることも、出会いの幅

を一段と広げることになろう 。

第三は、「ボランタリー精神」の意義を評価し、奨揚する運動の展

開である。

他人を他人と認め、自分との間にへだたりがあることを認識しつつ、

その間を埋めようとする努力としての社交性は、身内社会が優先する

日本では訓練されにくいものである。

積極的に自分を相手に伝えようとするはたらきかけは、みずからの

選択と責任で、おしきせの集団の殻を破 ったところで芽ばえる。

たとえば、未知の世界にとびこみ、現地の人びとに溶けこんで活躍
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している海外青年協力隊員の例は、旧来の内弁慶な日本人のイメージ

を払拭するものである。

われわれは、日常生活のなかで、つとめてそのような環境を求めて

ゆかなければならない。

その意味で、学校の正課外活動や地域社会での活動を含めたボラン

タリーなグルーフ゜の活動は、子供たちが得ることのできる数少ない訓

練の機会の一つであろう。みずからの選択で、新たなひとつの模擬社

会を経験することは、馴れ合いの許されない人間関係を会得するのに

有効である。同時にそれは、すでに指摘したチャレンジ精神の養成に

大きく寄与することにもなろう。

しかし、ペーハ°ーテスト重視の現在の入試制度下においては、その

ような活動に熱心であった者が結果的に不利な扱いを受けることにな

りかねない。

われわれは、ボランタリーな活動の実績を正しく評価し、奨揚する

ために、大学入試において、正課外や地域における活動の実績を反映

させ、それを合否の判定材料の一つとすることを提唱する。

以上の提言を、われわれ自身みずからの課題として取りくむことは

もちろん、当同友会として今後あらゆる機会を通じて広く各界に訴え、

国民意識を盛り上げてゆきたい。
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同時に、企業人としても、社員の新規採用にあたっての基準が、今

や「開かれた性格」に代表される気風を重視したものとなってきてい

ることをあらためて世間にアヒ°ールするとともに、それをより引き出

すような教育訓練あるいは環境づくりにつとめてゆきたい。

人材の評価においても、加点主義的な考え方をすすめてゆくことが

肝要であろう。

これからは、社会においても、企業においても、どれだけ多様な人

材を包容できるか、そしてその能力をいかに引き出してゆけるかが、

その活力を左右するであろうことを、われわれは あらためて銘記した

し‘°

以上
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（付表）「中堅社員アンケート調査結果」について

当委員会では、提言に先立ち、会員企業でと くに活躍している中堅

社員諸君の協力を得て、ア ンケート調査を行なった。本調査は、彼ら

の性格特性がどの ような環境のも とで形成されてき たかについて聞き、

相関関係を測定したもので、以下はその結果である。

性格特性 対人価値 個人的価値

性格、価値観
自 チ ユ 社 支 同 承 独 実 達 目
ヤ

標レ I 
ン 六又 持 調 云ら天心l 立 際 成 志

境
ン̀  ≪・ モ

向環 精
信 神 ア 性 的 的 的 的 的 的 的

高校時代の 有

゜
◎ ◎ 

クラブ活動経験 無

大学時代の 有 ◎ ◎ ◎ 

クラブ活動経験 無

゜
◎ 

クラブ委員 有 ◎ ◎ ◎ 

クラス委員経験 無

゜印象的な「出会い」 有 ◎ ◎ ◎ 

の経験 無 ◎ ◎ 

父の影態を強く Yes 

゜゚
◎ 

受けたか No ◎ 

母の影靱を強く Yes 

受けたか No ◎ 

゜父の影聰が母の
Yes ◎ 

゜
◎ 

影署より強い

母の影署が父の
Yes 

゜゚
◎ 

影靱より強い
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（注 1) ◎印

0印

危険率 1％以下で有意な相関あり。

// 5 % // 

（注 2) 〔対人価値 〕 個人が対人的な関係でどのよう なことに重きを置

くかによって示される価値観。

支持的：人から理解をもってあつかわれ、親切や思いやり

をもって扱われる。

同調的：人びとから受け入れられるよう、規則に従い、社

会的に当をえた行動をとる。

承認的：人から尊敬や賞讃を受け、重要な人物とみなされ

る。

独立的：人からの干渉をきらい、自分の思うとおり行動す

る。

〔個人的価値 〕 非対人的環境のなかで、どのようなことに重き

を置くかによって示される価値観。

実際的：金を費した分は必ず手に入れる。十分ペイするこ

とだけする。

達成的：困難な仕事にチャレンジしたり、きわだったやり

かたで仕事をかたづける。高水準の仕事をする。

目標志向的：仕事の明確な目標をもち、それをめざしてがんば

る。自分が何をしようとしているかをよく知って

いる。
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昭和58年度 国民意識委員会常任委員会名簿

（敬称略）

委 員 長

小玉保次 ． 和 銀 ／ィ了ー 専 務

副委員長

横井 克己 松下電器産業 取 締 役

金杉 三夫 ヤンマーディーゼル 専 務

宮崎 誠司 住友電気工業 法務 室長

常任委員

青 山 直 竹 中 工務店 常 務

秋 山 喜久 関 西 電 力 秘 書 役

臼 井 剛 住友生命保険 常 務

遠藤 浩 大 阪 ガ ス 専 務

木村辰雄 カツヤマ キ カイ 社 長

河 野 俊二 東京海上火災保険 常 務
(5 8. 9. 7本社へ異動のため辞任）

坂井信介 東 洋 紡 績 企画部長

芳 賀 洋 芳 賀 電 機 社 長

平木英 サ ン 卜 リ 常 務

士 田 正司 日本ヴイックス 専 務ロ

士 田 照雄 東京海上火災保険 常 務ロ
(5 8. 9. 7就任）

吉村正男 住友信託銀行 調査部長
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昭和 58年度 国民意識委員会活動状況

4月 28日 0正 ・副委員長会議

5月26日 0常任委員会

6月 13日 0講演会

京都大学教授 河合隼 雄 氏

「教育問題の根源を探る」

0常任委員会

6月 14日 0常任委員会

6月 23日 0講演会

日本経済新聞社論説委員兼編集委員

黒 羽亮一 氏

「日本の教育を荒廃から救うものは何か 一ー企業への

期待を中心に 一ー 」

0常任委員会

7月 1日 0講演会

大阪大学教授 山 埼正和 氏

「日本的成熟社会における教育の役割と課題 」

0常任委員会

7月 12日 0講演会

轡田工業大学専務理事 山 本 恵 明 氏

「これからの企業人像と教育における企業の果たすべ

き役割一豊田工業大学の教訓から一ー 」

0常任委員会

9月 5日 0常任委員会

9月22日 0常任委員会

1 0月 5日 0幹事会に本報告書を提出
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